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郷土博物
館

企画展
永沢まこと氏

足 立
60 景 展
永沢まこと氏が、足立区の風景を描いたシリーズ「足立60
景」のうち。冬から春の景色を描いた作品を展示し

ます。

会 期 1月12日～3月2日
会 場 郷土博物館第二展示室

永沢まこと氏
プロフィール
1936 年 足 立区生まれ。学習

院大学卒。ニューヨ ークに8

年 間在住。線書 きと水彩

による独自のスケッチスタ

イルを確立した。帰国後 は、

東京を拠点にイタリアなど

世界 を旅しては田園、都会

の風景、人々の姿、食のシーンなどを描き続
けている。

新
収
蔵
資
料
紹
介

「
足
立
6
0景
」
に
加
え
、
郷
土
博
物

館
で
新
た
に
資
料
と
し
て
収
蔵
さ
れ

た
歴
史
資
料
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。

例
え
ば
「
成
田
鹿
嶋
香
取
下
総
道

中
細
見
記
」
は
、江
戸
か
ら
成
田
山
・

鹿
島
・
香
取
神
宮
方
面
へ
の
街
道
を

俯
瞰
的
に
描
い
た
案
内
図
で
す
。
水

戸
佐
倉
道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
千
住

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
日
本

大
橋
尽
し
」
は
、
全
国
有
数
の
橋
梁

の
番
付
。
江
戸
時
代
初
め
に
掛
け
ら

れ
た
千
住
大
橋
は
行
司
と
し
て
登
場

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
後
半

ご
ろ
に
印
刷
さ
れ
た
、
千
住
ゆ
か
り

の
資
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
あ
わ
せ
て
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ 足立60景「花畑記念庭園」

「
千
住
大
橋
」
の
名
前

も
見
ら
れ
る
橋
の
番
付
表

ビデオ上映会
「単位1 の基準」( 40分)
さまざまな単位の1 が定まっ
た由来

日時=2 月2 日(日)
午前11時・午後2 時の2 回
申込= 直接会場へ

博物館のミニ体験
はかりを使ってみよう
解説ボランティアがミニ体験コーナー

でお待ちしています。内容=升・棹秤・

台秤などいろいろなはかりの使用体験　
日時=1月18日～2月15日、
土・日・祝日の全10日、
いずれも時間は午前11時～午後3時
申込= 直接会場へ

郷土博物館のご案内
休 館 日　毎週月曜日( 1 月13日は開館、翌14日を休館)
開館時間　午前9時～午後5時
入 館 料　大人200円、小・中学生100円
交 通　J R 亀有駅

東武バス亀有駅北口～八潮車庫、足立郷土博物館前下車

※ 団体20人以上は通常の半額
入館料免除= 区内在住・在勤で70歳以上/ 障害者手帳をお持ちの方と介
護者1 名まで/ 区立小・中学生の土・日曜日など学校休業日や通常日
( 学校長発行の入館証持参) の調べ学習 ※ 無料公開日= 第。2土曜日

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識
/
み

ん
な
で
つ
く
る
健
康
あ
だ
ち
2
1

4
・
5
面
▽
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?
災
害
へ
の
備
え
/

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
相
談
室
オ
ー

プ
ン

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲

示
板
/
め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
笑
顔
が
輝
く
!
/
昨
年
の
出
来
事

情報キャッチ! !
好きです。あだち
1月20日～26日

午前9時30分/ 午後O時30分
/ 午後9時30分
ケ一ブルTV 足立( 9CH)

◎区の木…さくら　/ 区の花…チューリップ
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定 員に先着順
とあるものは
1 月14 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

I魚 狐 臭S・蔘申 叫4 尠 墺 誨

廟 糶j・l t ・,申jじ 応 み 繼 攤
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樂 し 驕掫 轍, 聞い 齒 ね 竸先

貪 抛ぬ 鈿羹 ぬ 鶲 鳴 翩 翩 鶫

呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

日
時
=
1
月
2
4日
窗
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方
と
そ

の
家
族

内
容
=
ぜ
ん
息
発
作
を
楽

に
す
る
腹
式
呼
吸
に
つ
い
て
、
よ
く

知
っ
て
い
る
歌
を
歌
い
な
が
ら
学
び

ま
す

講
師
=
山

浩
氏
(
声
楽
家
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
圭
穏

健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

歯
周
病
予
防
教
室

(
2
日
制
)

3
0
0
種
類
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
口

の
中
の
細
菌
は
、
む
し
歯
や
歯
周
病

の
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

私
た
ち
の
健
康
を
も
お
び
や
か
し
ま

す
。
歯
周
病
予
防
な
ど
の
学
習
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
等
=
表
1

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

場
・
申

・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

庶
務
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表1　 歯周病予防教室日程等

※ 各回ともグループワークがあります
※ いずれも時間は、午前10時～正午

「
脂
っ
と
る
会
」に
よ
る

学
習
会

筋
肉
に
軽
い
刺
激
を
与
え
、さ
わ

や
か
な
汗
を
か
い
て
体
力
年
齢
を
若

返
ら
せ
ま
せ
ん
か
。高
脂
血
症
か
ら

く
る
病
気
を
予
防
す
る
学
習
(
隔
月

第
4
水
曜
の
午
前
)
の
一
環
で
す
。

日
時
=
1
月
2
2
日
南
、午
前
9
時
3
0

分
～
‥
1
1
1
1
一
時
3
0
分
対
象
=
高
脂
血
症

の
気
に
な
る
方
で
今
後
も
学
習
会
に

参
加
希
望
の
方

内
容
=

「
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
体
操

」

定
員
=
3
0
人
(

先

着
順
)

場
・
申
・
問
先
=

竹
の
塚

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

～
き
ょ
う
か
ら
実
践
!

健
康
づ
く
り
～

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
若
い

と
き
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
わ
か
っ

て
い
て
も
な
か
な
か
実
行
で
き
な

い
、
ま
た
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
る
場
も
な
い
な
ど
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
の
少
な
い
1
8～
3
9歳

で
区
内
在
住
の
女
性
を
対
象
に
健
康

学
習
講
座
を
行
い
ま
す
。
各
2
日
制

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血

液
検
査
、
歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
骨
密
度
測
定
な
ど
)
や
健
康
教

室
お
よ
び
保
健
、
栄
養
、
歯
科
に
つ

い
て
の
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=

表
2

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
受
講
希
望
日
、
場
所
。

(第
2
希
望
ま
で
)

「
女
性
の
た
め

の
健
康
づ
く
り
」
と
明
記

期
限
=
1

月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
成
人

保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
-
1

表2　 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

※受付時間などくわしくは、返信ハガ牛でお知らせ
します

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
3

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

問
先
=

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

表3　 乳幼児アレルギー予防教室日程等

家
族
向
け
精
神
保
健

福
祉
講
演
会

精
神
保
健
福
祉
の
最
新
の
動
向
を

お
伝
え
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
日
時
=
1
月
3
1
日
吻
、
午
後

2
時
～
4
時
場
所
=
竹
の
塚
障
害

福
祉
館

内
容
=
新
し
い
抗
精
神
病

薬
に
つ
い
て

講
師
=
北
島
潤
一
郎

氏
(
東
京
足
立
病
院
医
師
)

対
象
=

区
内
在
住
の
精
神
障
害
者
の
家
族

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

期
限
=
1
月
2
4日

申
・
問

先
=
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

訪
問
介
護
員

(
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
)

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時
等
=
表
4

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
ま
た
は
3
級
の
有
資
格

者
で
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
就
労
す

る
た
め
に
再
度
知
識
・
技
術
の
習
得

を
希
望
す
る
方
/
全
日
程
出
席
で
き

る
方

費
用
=
千
円
(
実
習
材
料
費
)

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
訪
問
介
護
員
資
格

(級
)
お
よ
び
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
受
講
希
望
」
と
明
記

期
限
=
1

月
9
1一日
必
着

申
先
=
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

表4　 訪問介護員フォローアップ研修日程等

※ いずれも時間は、午後1時～4時

糖
尿
病
が
気
に
な
る

方
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
2
月
5
日
南
・
1
2
日
南
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=

健
診
な
ど
で
血
糖
値
が
高
め
、
糖
尿

病
に
注
意
と
い
わ
れ
た
方
と
そ
の
家

族

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

内

容
=
肥
満
と
病
気
の
関
係
/
体
重
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
食
事
と
運
動
/

糖
尿
病
と
歯
周
病
予
防

問
・
申

・
場
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
5
5
)
4
1
5
5

集
団
給
食
技
術
者

講
習
会

日
時
等
=
表
5

場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

対
象
=
事
業
所
、
病
院
、

学
校
、
寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、
栄
養

士
、
調
理
師
、
そ
の
他
調
理
作
業
関

係
者
、
在
宅
栄
養
士
な
ど

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
庶
務
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表5　 集団給食技術者講習会日程等

※ いずれも時間は、午後2時～4時30分

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち

21

が
ん
予
防
～
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
～
　

健
康
あ
だ
ち
2
1
運
動
の
重
要
テ
ー

マ
は
、
が
ん
・
動
脈
硬
化
・
心
臓
病

・
脳
卒
中
な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防

で
す
。
区
で
は
、
4
0～
6
5
歳
の
働
き

盛
り
世
代
の
が
ん
死
亡
が
全
死
亡
数

の
約
1
割
を
占
め
ま
す
。
性
別
で
み

る
と
1
3年
度
の
男
性
の
が
ん
死
亡
者

数
は
女
性
の
約
1
.
5倍で
し
た
。
最
近

は
「
老
化
を
促
進
し
、
が
ん
な
ど
多

く
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
も

の
」
と
し
て
、
活
性
酸
素
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
性
酸
素
は
か
ら
だ
の
中
で
強
力

な
酸
化
作
用
で
殺
菌
に
活
躍
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ

っ
て
活
性
酸
素
が
ふ
え
す
ぎ
る
と
老

化
や
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
E
、
C
、
β
カ
ロ
チ
ン
な
ど

は
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
活
性

酸
素
を
お
さ
え
る
抗
酸
化
物
質
で

す
。
こ
れ
ら
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
で
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
解
消
に
は
、
香
り
の
作
用
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
、

ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
た
り
入
る
入

浴
、
適
度
な
運
動
、
森
林
浴
、
(
I

ブ
テ
ィ
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
と
お
し
て
な
ど
が
効
果
的
で

す
。
身
の
回
り
の
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整

区
長
ヘ
の

手
紙
か
ら

区
民
か
ら
の
手
紙

み
ん
な
の
公
園
を
き
れ
い
に

公
園
の
砂
場
に
犬
や
猫
の
ふ
ん
が

あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
ま
せ
ん
。
(
2
0

代
・
女
性
)

図
せ
っ
か
く
の
公
園
に
ご
み
が
散
ら

か
っ
て
い
ま
す
。
(
3
0
代
・
女
性
)

公
園
の
隣
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
(

卜
の
ふ
ん
公
害
で
ベ
ラ
ン
ダ
が
汚

れ
困
っ
て
い
ま
す
。「
「
卜
に

を
与

え
な
い
で
」
の
看
板
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。
(
5
0

代
・
女
性
)

公
園
の
ト
イ
レ
や
遊
具
が
落
書
き

で
汚
れ
て
い
ま
す
。
(
2
0代
・
男
性
)

区
長
か
ら
の
返
信

以
上
の
よ
う
に
、
公
園
に
つ
い
て

の
ご
要
望
が
多
く
届
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
要
望
に
は
、
す
ぐ
に
担
当
に

現
地
調
査
と
対
応
を
指
示
し
ま
し
た

の
で
、「
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
」や
。

「
早
速
の
看
板
立
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
な
ど
、
お
礼
も
届
い
て

い
ま
す
。

ト
イ
レ
は
毎
日
、
公
園
清
掃
は
週

に
2
回
(
自
主
管
理
公
園
は
1
回
以

上
)
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

心
無
い
方
の
行
い
で
公
園
が
汚
れ
て

し
ま
う
な
ど
、
残
念
で
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
公
園

を
気
持
ち
良
く
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
事

業
と
し
て
、
3
月
ま
で
に
砂
場
の
一

斉
清
掃
と
、
ト
イ
レ
の
美
化
点
検
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
清
掃
や
草
取
り
だ
け
で

な
く
、
巡
視
に
よ
る
利
用
者
の
マ
ナ

ー
向
上
を
お
願
い
し
て
い
る
公
園
も

あ
り
ま
す
。

公
園
は
区
民
皆
さ
ん
の
庭
で
す
。

ぜ
ひ
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
季
節
を
味

わ
い
、
憩
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

「
区
民
の
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　
(
3
8
8
0
)
5
6
7
8

E
メ
ー
ル
=
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
れ
ま
す

広
聴
は
が
き
=
区
施
設
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
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思
春
期
・
青
年
期

家
族
教
室

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

思
春
期
の
お
子
さ
ん
と
の
付
き
合

い
方
に
困
っ
て
い
る
方
、
専
門
家
の

話
を
聞
い
て
参
考
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
月
2
3
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
講
師
=
野
村
俊
明

氏
(
精
神
科
医
師
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
m
(本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

日
時
=
2
月
2
7
日
困
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
内
容
=
「
思
春
期
・

青
年
期
の
心
」
ど
う
理
解
し
、
つ
き

あ
う
か

講
師
=
天
笠
崇
氏
(
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
み
さ
と
精
神
科
医

師
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

交
通
事
故
と
老
人
保
健

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
と
き
の
医
療
費
は
、
加
害

者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
老
人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
す
ぐ

に
警
察
に
届
け
る
と
同
時
に
、
区
役

所
に
も
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
所
定
の
傷
病
届
な
ど
と
、
警

察
が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
、

保
険
証
、老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
、

印
鑑
を
持
参

内
容
=
老
人
保
健
で

治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
区

が
医
療
機
関
へ
医
療
費
を
支
払
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
区
が
一
時

立
て
替
え
て
支
払
い
、
後
日
、
被
害

者
の
方
に
代
わ
っ
て
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
示
談
は
慎
重
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
れ
ば
、
老
人
保
健
で
の
治
療
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
加
害
者
と

の
話
し
合
い
で
、
示
談
を
結
ん
で
し

ま
う
と
、
そ
の
取
り
決
め
の
内
容
が

優
先
す
る
こ
と
が
あ
り
、
加
害
者
に

請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
示
談
を

結
ぶ
前
に
、
必
ず
区
の
担
当
窓
口
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
高
齢

医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

風
の
子
お
も
ち
ゃ
病
院

「
ト
イ
ド
ク
タ
ー

」

「
ま
だ
修
理
す
れ
ば
使
え
る
の
に
、

自
分
で
は
直
せ
な
い
。
壊
れ
た
ま
ま

遊
ん
で
い
ま
す
」
と
い
ヽ
7方
は
、
お

も
ち
ゃ
の
病
院
に
気
軽
に
お
立
ち
よ

り
く
だ
さ
い
。

日
時
=
毎
月
第
4

月
曜
日
、
午
後
1
時
～
3
時

※
第
4

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
第
3
月

曜
日

費
用
=
修
理
無
料
(
部
品
な

ど
が
必
要
な
修
理
は
実
費
)

場
・

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

病
後
児
保
育

場
所
=
区
立
あ
や
せ
保
育
園
/
ほ
き

ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
よ
う
せ
い
」

対

象
=
区
内
在
住
で
、
い
ず
れ
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
・
:保
護
者
の
就
労

な
ど
に
よ
り
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て

い
る
I
歳
以
上
就
学
前
ま
で
の
幼
児
/

病
気
の
回
復
期
の
た
め
集
団
保
育

が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
保
護
者
が
勤

務
の
都
合
上
、
家
庭
で
の
保
育
が
で

き
な
い
内
容
等
=
月
曜
～
土
曜

日
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
6
時
3
0

分
(
ほ
き
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
午
後
5

時
3
0
分
ま
で
)
/
土
曜
日
は
、
両
施

設
と
も
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
時

/
一
つ
の
病
気
に
つ
き
7
日
以
内

定
員
=
4
人

費
用
=
I
H
2

千
5
0
0

円
(
土
曜
日
は
2
千
円
)

申
込
=
事

前
に
登
録

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
保

育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・

児
童
育
成
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
状
況
に
よ
り
申
請
に
必

要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
内
容
等
=

表
6

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係
　

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表6　児童育成手当・児童扶養手当一覧

※ 各手当それぞれに所得制限がありますO 児童扶養手当では、母親がその監護する児
童の父から、その児童について扶養するための費用( 養育費) として受け取る金品
などについて、その80%を所得に加算します
※ 児童が児童福祉施設等に入所している場合は対象になりません

「
(親
)医
療
証
」
は
届
き

ま
し
た
か

新
し
い
「
⑩
医
療
証
」
を
発
送
し

ま
し
た
。
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず

新
し
い
医
療
証
を
健
康
保
険
証
と
一

緒
に
、
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
該
当
年
度
の
所
得
状

況
に
よ
り
、
助
成
内
容
が
変
更
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
※
所
得
超
過
な

ど
に
よ
り
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

方
へ
の
通
知
も
同
時
に
発
送
し
ま
し

た

問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

成
年
後
見
制
度

無
料
相
談
会

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
財
産
を
守
り
生
活
支

援
な
ど
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
と
し

て
設
け
ら
れ
た
の
が
、
「
成
年
後
見

制
度
」
で
す
。
相
談
会
で
は
制
度
の

利
用
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
弁
護
士

が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
※
事
前
に

必
ず
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

日
時
=
1
月
2
9
日
困
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
場
所
=
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
あ
だ
ち
定
員
=
1
0
人
受
付

期
間
=
1
月
1
0
日
～
2
0
日
(
土
・
日

除
く
)

申
・
問
先
=
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
あ
だ
ち(

5
6
8
1
)
3
3
7
9

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題

H
I
V
感
染
・
エ
イ
ズ
、
(
ン
セ

ン
病
な
ど
に
つ
い
て
は
、
そ
の
病
気

が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
感
染

源
や
感
染
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
ま

だ
正
し
い
知
識
や
理
解
が
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
多
く
の
感
染
者
や

患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
、
社
会
生

活
の
様
々
な
場
面
で
、
差
別
や
偏
見

に
悩
ん
で
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
、
H
I
V
(
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
ィ
ル
ス
)
と
い
う
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気

で
、
H
I
V
感
染
症
の
一
種
で
す
。

感
染
経
路
は
限
ら
れ
て
お
り
、
感
染

力
も
非
常
に
弱
い
の
で
、
学
校
や
職

場
・
家
庭
な
ど
の
日
常
生
活
で
は
感

染
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
(
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
力

の
弱
い
病
気
で
す
。
日
本
で
は
、
1
9
9
6

年
(
平
成
8
年
)
に
「
ら
い

予
防
法
」
と
い
う
法
律
が
廃
止
さ
れ

る
ま
で
、
約
9
0年
間
に
も
渡
っ
て
患

者
を
強
制
的
に
社
会
か
ら
隔
離
し
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
う
状
態
に

置
い
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
感
染
症
患
者
な
ど
を

好
奇
の
目
で
見
た
り
、
逆
に
無
理
解

・
無
関
心
な
態
度
を
取
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
人
権
を
尊
重

し
、
共
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
、
手

を
取
り
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

選
挙

豆

知

識

郵
便
投
票

「
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
」

郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
、
自
分
で
字
を
書
け
る
方

で
す
。

対
象
=
▽
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
で
、
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
害
が
I
、
2
級
の
方
/
心
臓
・
じ

ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぽ
う
こ
う
・
直
腸

。小
腸
の
障
害
が
I
・
3
級
の
方
▽

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
該
当
す

る
障
害
の
方

申
込
=
本
人
ま
た
は

代
理
の
方
が
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

を
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
持
参

(郵
送
不
可
)
し
て
く
だ
さ
い
。

手
帳
の
内
容
を
確
認
後
、
お
渡
し

す
る
申
請
書
に
必
ず
本
人
が
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)

。

後
日
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
発
行
し

ま
す
。

※
申
請
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
場
合
に
よ
り
証

明
書
発
行
ま
で
に
2
ヵ
月
く
ら
い
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
方
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
2

1
5年
度
学
童
保
育

入
室
児
募
集
中

学
童
保
育
入
室
児
童
を
募
集
中
で

す
。
入
室
希
望
の
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
=
4
月
に
小
学
1
年

～
3
年
生
に
な
る
児
童
申
込
=
希
望

す
る
学
童
保
育
室
に

、
申
請
書
、
家
庭

状
況
票
、
勤
務
証
明
書
を
提
出

※
用

紙
は
各
保
育
室
に
あ
り
ま
す

期
限
=
1

月
口
日

問
先
=
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

区立保育園非常勤職員募集( 保育・用務・調理)
対象= 昭和18 年4 月2 日以 降に生まれ健康な方 資格・報酬

等= 表7 選考= ▽ 一次… 書類 審査 ▽ 二次… 一次選考合

格者のみ面接 面接日=2 月18 日( 予定) 採用=4 月1 日

申込= 所定の申染やし(児童福祉課および各区立保育園にて配

付。自筆・写真 貼 付) を郵送または持参 ※ 申込書類は返

却し ません 期限=1 月23 日必着 申・問先= 児童調整係

〒120- 8510 中央本町1- 17- 1 　3880 ―5872

表7　 区立保育園非常勤職員募集内容等

※賞与なし/ 有給休暇あリ/ 交通費支給( 限度額あリ)
※くわしくは申込書をご覧ください

◎訂正とおわび12 月25日号2 面「老人医療限度額を超えた医療費が戻ります」に電話番号の誤りがありました。次のとおり訂正しておわびします

【正】 3880- 5874 《 広報課》
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忘

れ

て

い
ま

せ

ん

か
?

災

害

へ

の

備

え

災
害
は
い
つ
私
た
ち
の
身
の
上
に
降
り
か
か
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
、い
ざ
と
い
う
と
き
、ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
が
起
き
て
も
家
族
一
人
ひ
と
り
が
慌
て
ず
行
動
す
る

た
め
に
は
、日
ご
ろ
か
ら
の
話
し
合
い
が
重
要
で
す
。
非
常
時

に
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
と
き
の
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
く
ほ
か
、連
絡
手
段
や
非
常
時
持
出
品
の
所
在
、家
庭
内

か
ら
の
避
難
方
法
も
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

2
月
1
0日
か
ら

広
域
避
難
場
所
が

1
5力
所
に
増
え
ま
す

広
域
避
難
場
所

広
域
避
難
場
所
と
は
、
大
地
震
な

ど
で
延
焼
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

大
火
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
避
難
す

る
場
所
で
す
。

区
内
に
は
、
今
ま
で
9
ヵ
所
の
避

難
場
所
が
都
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
居
住
地
か
ら
最
も

近
い
避
難
場
所
ま
で
3
に
m以
上
離
れ

て
い
る
地
域
が
あ
り
、
区
は
新
規
避

難
場
所
の
設
置
や
各
避
難
場
所
の
拡

大
を
都
に
対
し
て
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
た
に
6
ヵ
所
の
地
域

を
指
定
し
た
ほ
か
、
今
ま
で
の
も
の

の
う
ち
2
ヵ
所
の
避
難
場
所
を
拡
大

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、
避
難
場

所
は
今
ま
で
の
9
ヵ
所
か
ら
1
5力
所

に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
区
で
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
型
格
納

箱
の
上
面
に
新
規
避
難
場
所
案
内
図

を
作
成
し
、
避
難
場
所
案
内
板
を
取

り
替
え
ま
す
。

避
難
道
路

避
難
道
路
と
は
、
広
域
的
な
避
難

を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
震
災
時
に

避
難
場
所
へ
安
全
に
避
難
す
る
た
め

の
道
路
で
す
。

今
回
、
都
が
新
規
避
難
場
所
を
指

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
避
難
場
所
ま

で
の
距
離
3
に
m以
上
の
地
域
が
無
く

な
る
た
め
、
従
前
の
避
難
道
路
は
指

定
解
除
に
な
り
ま
す
。

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
災
害
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

近
隣
区
市
町
村
・
関

係

機

関

合

同
I
T

防

災
訓
練
を
行
い
ま
す

最
新
の
I
T
を
活
用
し
た
広
域
的

な
情
報
収
集
を
行
い
、
非
常
時
の
情

報
共
有
・
連
絡
体
制
の
充
実
を
は
か

り
ま
す
。当
日
は
見
学
も
で
き
ま
す
。

日
時
=
1
月
1
7日
閙
、
午
前
9
時
3
0

分

場
所
=
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
虹

の
広
場
)

内
容
=
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
を
利
用
し
た
テ
レ
ビ

会
議
/
G
P
S

カ
メ
ラ
機
能
付
き
携

帯
電
話
の
活
用
/
車
載
型
の
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
各
種
情
報
/
映
像
の

展
示
ほ
か

問
先
=
災
害
対
策
課
施

設
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
3
7

も
し
大
震
災
が
起
き

た
ら
～
ま
ち
の
復
興

に
つ
い
て
～

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
8
年
が

経
ち
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
今
で

も
復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
区

は
平
成
1
3年
、
震
災
復
興
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
ま
ち
の
復
興
の
手

順
を
示
し
た
指
針
を
「
都
市
復
興
マ

ニ
ュ
ア
ル
」と
し
て
整
理
し
ま
し
た
。

人
地
震
に
よ
り
区
内
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
な
と
き
、
区
は
す
み
や
か

に
震
災
復
興
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

震
災
復
興
本
部
は
、
主
に
応
急
対

策
を
行
う
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
復
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

と
く
に
被
害
が
集
中
し
た
地
域
で

は
、
区
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

を
つ
く
り
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
阪
神

。淡
路
人
震
災
の

例
に
あ
る
よ
う
に
、
被
災
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
長
い
時
間
と
人
き
な
精

神
的
・
経
済
的
負
担
を
と
も
な
い
ま

す
。そ

こ
で
、
区
は
現
在
、
地
震
災
害

の
危
険
度
が
高
い
地
域
に
お
い
て
、

災
害
が
発
生
す
る
前
か
ら
地
域
の
安

全
性
を
高
め
る
た
め
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
な
ど
の
沿
道
建
物

を
耐
火
建
築
に
し
て
延
焼
遮
断
帯
や

安
全
な
避
難
路
を
確
保
す
る
(
I
ド

面
で
の
整
備
の
ほ
か
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
避
難
所
単
位
で
行
う
訓
練
と
い

っ
た
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
づ
く
り
な

ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
取
り
組
み

が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
都
市
計

画
課
調
整
係(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

しん太くん　 ゆれ子ちゃん

ロケッ卜型消火器格納箱

ロケット型消火器
格納箱とは、環状7
号線や主要道路沿線
で消火器が格納され
ている銀色をした箱
です。
災害時には、中か
ら簡単に消火器を取
り出して使うことが
できます。
1月1 日現在、区

内に1, 311 本が設置

されており、皆さんのまちの避難場所を
地図で確認することができます。

大地震・火災時の避難場所案内図

新
春
ク
イ
ズ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
0人

の
方
に
防
災
グ
ッ
ズ
や
非
常
食
の

詰
め
合
わ
せ
を
差
し
上
げ
ま
す
(写

真
)
。
※
当
選
者
の
発
表
は
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

第
1
問
　
大
地
震
な
ど
で
延
焼
火

災
が
発
生
し
た
場
合
、大
火
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
都
が
指
定
し
て
い

る
避
難
場
所
の
名
称
は
何
で
し
ょ

う
か
?

次
の
①
～
③
の
中
か
ら

か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
一
時
集
合
場
所

②
広
域
避
難
場
所

③
避
難
所

第
2
問
　
今
年
の
2
月
1
0
日
か
ら

区
内
の
広
域
避
難
場
所
は
何
力
所

に
な
る
で
し
ょ
う
か
?
次
の
①
～

③
の
中
か
ら
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

①
6
ヵ
所

②
9
ヵ
所

③
1
5カ
所

第
3
問
　
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
広
域
避
難
場
所
は
ど
こ
に

な
る
で
し
ょ
う
か
?

答
え
て
く

だ
さ
い
。
(例
)
舎
人
公
園
一
帯

ヒ
ン
ト

正
解
は
、
記
事
の
中

に
あ
り
ま
す

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、
ク
イ
ズ
の
解
答
、「
新
春

ク
イ
ズ
」を
明
記

期
限
=
1
月
2
8

囗
必
着

申
・
問
先
=
災
害
対
策
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

▲ ①運搬用水袋、②味噌汁、③笛付ライト、
④非常用保存食、⑤水の詰め合わせです

ハ ロ ー ワ ー ク の 職 業 相 談 室

「 あ だ ち ワ ー ク コ ー ナ ー 」 が

就 職 活 動 を 応 援 し ま す

こ の相談室には 、ハローワーク足立の職業相談
員が2 人常駐し 、仕事の相談や職業の紹介を行い
ます。求人票ファイルを展示するほか、求人検索
システムの端末機を2 台設置し 、求人情報の収集
ができます。ハローワーク以外の場所で専用の求
人検索システムが設置されるのは 、東京23区で初
めてになります。ぜひご利用< ださい。
こ の相談室の開設にともない 、区役所中央館2

階産業情報コーナーで毎週金曜日に開催してい

る「パート出張相談」は 、内容を充実しこちらに
移行し ます。( 内職相談 ・労働相談は当面の圜 、

現状どおりの場所と日時で開催します)
開設日=1 月20日㈲
受付・相談時間=平日の午前9㈲～午後4時
※ 1 月10日脚の「パート・内職相談」「労働相談」

はお休 みし ます。1 月17日脚は「内職相談」の
み開催し ます
開設場所= 区役所北館2 階会議室( 広聴相談室の
向い側)

問先= ハローワーク足立企画調整部門
3870- 8609

または経済観光課計画調整係
3880- 5182

▲ 職種、業種、年齢、希望する勤務形態等を入力し

自分に合った条件のお仕事を検索できます

募
集
し
ま
す

学

校

栄

養

士
(

非

常

勤
)

募

集

勤
務
場
所
=

区
立
小
・
中
学
校

対

象
=

栄
養
士
有
資
格
者
(
3

月
3
1
日

取
得
見
込
み
可
)

内
容
=

学
校
給

食
に
関
す
る
業
務

勤
務
条
件
等
=

報
酬
月
額
1
8
万
4

千
円
(
1
4
年
度
実

績
)
/

週
5

日
以
内
(

年
間
2
0
5日
)
/
4

月
1

日
採
用
/

有
給
・
社
保
有

り

採
用
人
員
=

若
干
名

選
考
=

書
類
選
考
お
よ
び
面
接
(
1

月
2
4
日

予
定
)

申
込
=

自
筆
の
履
歴
書

(
A
4

・
写
真
添
付
)

を
持
参
ま
た

は
郵
送

期
限
=
1

月
1
6
日
必
着

申
・
問
先
=

学
校
給
食
係

〒
1
2
0・
8
{
a
l
O
J
m
}

卜甼
(本
町
I
-
1
7
-
1
　
　
　

日
(
3
8
8
0
)
5
9
7
R

》

「
N
P
O

支
援
専
門
員
」

(非
常
勤
)
募
集

N
P
O
活
動
支
援
に
あ
な
た
の
経

験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
勤
務

条
件
、
応
募
・
選
考
方
法
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勤

務
場
所
=
(
仮
称
)
足
立
区
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
=
N
P
O

支
援
に
関
し
相
当
の
知
識
を
有

し
、
パ
ソ
コ
ン
に
精
通
し
て
い
る
方

採
用
人
数
=
3
人

雇
用
期
間
=
4

月
1
日
～
1
6年
3
月
3
1日

期
限
=
1

月
3
1日

申
・
問
先
=
地
域
支
援

課
N
P
O

活
動
支
援

(
3
8
8
0
)
5
1
7
8

自
動
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ

募
集

対
象
=
区
内
在
住
の
テ
レ
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
お
よ
び
電
話
案
内
の
経
験
者

な
ど

内
容
=
白
‥動
電
話
催
告
シ
ス

テ
ム
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に

電
話
を
す
る
も
の
)
に
よ
る
区
民
税
・

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
な

ど
の
未
納
者
へ
の
お
知
ら
せ
と
、
結

果
の
パ
ソ
コ
ン
入
力

雇
用
期
間
=
3

月
1
日
～
1
6年
2
月
末
日

※
更

新
可

定
員
=
若
干
名

勤
務
条
件

等
=
週
4
日
勤
務
(
時
期
に
よ
り
、

土
・
日
曜
日
の
勤
務
も
有
り
)
/

勸

務
時
問
・
:午
前
9
時
～
午
後
8
時
の

間
の
指
定
し
た
7
時
問
/
給
与
…
月

額
1
7万
8
千
円

選
考
方
法
=
書
類

審
査
お
よ
び
面
接

申
込
=
自
筆
履

歴
書
を
持
参

期
限
=
1
月
2
4日

申
・
問
先
=
納
税
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

住
区
セ
ン
タ
ー

従
事
者
登
録
制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
老

人
館
・
集
会
室
を
備
え
た
地
域
施
設

で
す
(現
在
4
6施
設
)
。
施
設
の
運
営

は
、
管
理
運
営
委
員
会
を
中
心
に
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
従
事
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
運
営
委
員
会
が

選
考
し
委
嘱
さ
れ
ま
す
。「
従
事
者
登

録
制
度
」
は
住
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
従

事
希
望
者
が
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て

お
き
、
従
事
者
募
集
の
際
に
紹
介
を

受
け
て
、
応
募
す
る
制
度
で
す
。

児
童
館
・
学
童
保
育
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
5
0歳
ま
で
の
方

内
容
=
児
童
館
・
学
童
保
育
室
の
運

営

※
4
月
に
開
設
予
定
の
辰
沼

小
・
足
立
入
谷
小
・
舎
人
小
・
加
平

小
学
校
内
学
童
保
育
室
の
従
事
者
登

録
も
受
け
付
け
し
ま
す

事
務
・
老
人
館
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

内
容
=
一
般
事
務
/
老
人
館
の
運
営
/

施
設
管
理

施
設
管
理
担
当

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

内
容
=
団
体
貸
出
業
務
(
夜
間
、目∵

祝
日
勤
務
)

い
ず
れ
も

登
録
期
間
は
1
年
で
す
。
登
録
期

間
が
切
れ
た
方
は
改
め
て
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
勤
務
時
間
・
報
酬
=

▽
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
6
時
1
5分

の
間
で
8
時
間
以
内
(
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
で
週
2
4時
間
程
度
)
、時
給
7
9
0円

▽
午
後
5
時
～
1
0時
(
夜
間
業
務
)
、

時
給
8
9
0円

申
・
問
先
=
住
区
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
事
務
局
(
住
区
推

巡
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

北
千
住
駅
西
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

の
進
ち
ょ
く
状
況

北
千
住
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業

は
、
1
6年
2
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し

て
、
現
在
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
駅
前
広
場
を
拡
張

し
、
バ
ス
停
・
タ
ク
シ
ー
乗
場
を
整

備
す
る
と
共
に
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
(
高
架
通
路
)
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
広
場
に
隣
接
し
た
I

街
区
(
地
上
1
3階
・
地
下
3
階
ビ
ル
)

は
、
に
ぎ
わ
い
の
中
心
と
な
る
商
業

施
設
(
核
テ
ナ
ン
ト
・
㈱
丸
井
)
と

新
し
い
文
化
拠
点
と
な
る
公
益
施
設

(ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
北
千
住

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
、
駐
車
場
。

2
街
区
(
地
上
2
6階
・
地
下
3
階

ビ
ル
)
は
、
快
適
な
住
環
境
を
提
供

す
る
超
高
層
住
宅
と
利
便
性
の
高
い

業
務
施
設
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
と
な

り
ま
す
。

1
4年
1
9一月
末
の
時
点
で
、
I
街
区

は
1
3階
(
屋
上
階
)
、
2
街
区
は
地
上
1
5

階
の
鉄
骨
が
建
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。工

事
期
間
中
は
、
皆
さ
ん
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
再
開
発
事
業
課
・
公
共
施
設

担
当
課

(
3
8
7
9
)
5
5
1
3

ま
た
は
北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
組
合(

3
8
7
9
)
5
5
7
1

▲工事中の駅前広場と建物

新
交
通
シス
テ
ム
!

日

暮

里
・
舎

人

線

日
暮
里
・
舎
人
線
と
景
観

日
暮
里
・
舎
人
線
は
、
ゆ
り
か
も

め
と
違
い
、
既
に
市
街
地
化
さ
れ
た

な
か
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
構
造
に
は
地
域
の
景
観
に

配
慮
し
た
様
々
な
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
支
柱
に
つ
い
て
は
、
周
り

の
建
物
や
風
景
に
な
じ
み
や
す
い
ク

リ
ー
ム
色
を
基
調
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
形
は
、
根
木
を
細
く
し
た

扇
型
で
す
っ
き
り
と
し
た
形
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
建
築
す
る
駅
舎
に
つ
い
て

も
、
尾
久
橋
通
り
全
体
の
景
観
に
注

意
を
払
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
都
市

景
観
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
の
に
不
可
欠

と
な
る
日
暮
里
・
舎
人
線
は
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。問
先
=
都
市
交
通
課

日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

建
設
中
の
橋
脚
部
分
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区
立
小
・
中
学
校

新
入
学
生
の
指
定
校

変
更
の
受
け
付
け

区
立
小
・
中
学
校
の
入
学
手
続
き

に
必
要
な
就
学
通
知
書
を
、
1
月
2
0

日
ご
ろ
に
各
保
護
者
に
送
付
し
ま

す
。就
学
通
知
書
で
指
定
さ
れ
た
小
・

中
学
校
と
違
う
学
校
に
変
更
を
希
望

す
る
方
は
、
指
定
校
変
更
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
い
た
就
学

通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
学
校
へ
の
指
定
校
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
小
学
校
・
:

綾
瀬
小
学
校
/
梅
島
小
学
校
/
千
寿

本
町
小
学
校
/
西
新
井
第
二
小
学
校

▽
中
学
校
…
第
十
一
中
学
校
/
第
十

四
中
学
校
/
第
十
六
中
学
校
/
伊
興

中
学
校
/
蒲
原
中
学
校
/
六
月
中
学

校

問
先
=
就
学
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
9

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

「
学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
」、「
言

葉
が
遅
い
」
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育

上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金

融
資

対
象
=
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る

私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予

定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
区

内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、

住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
勤

続
(
営
業
)
年
数
が
1
年
以
上
あ
る

方
/
1
3
年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額

以
下
の
方
▽
給
与
所
得
者
・
:
支
払

給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以
下
▽

事
業
所
得
者
・
:
総
所
得
金
額
等
が
8
0
0

万
円
以
下
※
前
記
条
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
で
も
、
取
扱
金
融
機
関
の

貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す

で
に
入
学
金
な
ど
を
納
入
済
み
の
場

合
は
融
資
で
き
ま
せ
ん
内
容
=
志

望
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納
付
額
　

(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)
/

制
服
代
/
教
科
書
代
融
資
金
額
=

1
0
万
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
。
た

だ
し
、
制
服
代
は
1
0万
円
・
教
科
書

代
は
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=

年
1
。
8
%
返
済
=
融
資
を
受
け
た

日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=

区
内
の
足
立
成
和
信
用
金
庫
・
東
京

ス
マ
イ
ル
農
業
協
同
組
合

期
限
=
2

月
戝一
日

※
取
扱
金
融
機
関
に
申

し
込
ん
で
か
ら
融
資
ま
で
1
0日
位
か

か
り
ま
す
。志
望
校
が
決
ま
り
次
第
、

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
学
務
課
助
成
係

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者

の
方
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
が
申
請
で
き
ま
す

2
0歳
に
な
る
前
か
ら
の
病
気
や
ヶ

が
な
ど
が
も
と
で
、
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、
2
0

歳
に
な
る
と
「
障
害
基
礎
年
金
」

が
申
請
で
き
ま
す
。

※
障
害
の
程

度
や
本
人
の
所
得
額
な
ど
に
よ
り
年

金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
の
方
は
、
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
る
方
が
1
月
1
日

現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村
長
あ

て
に
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
報

告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期

限
=
1
月
3
1日

問
先
=
特
別
徴
収

係
g
(
3
8
8
0
)
5
2
3

り£

4
月
か
ら
結
核
・
精
神
医

療
給
付
金
に
所
得
制
限
を

導
入
し
ま
す

結
核
・
精
神
医
療
給
付
金
に
所
得

制
限
が
導
入
さ
れ
、
住
民
税
非
課
税

の
方
の
み
、
給
付
金
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
は
、
医
療
費
の
5
%

に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
給
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
事
前
に
申
請
を
し
て
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る

と
、
病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己
負
担

金
が
表
1
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

※
⑩
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
方
で

も
、
該
当
す
る
場
合
は
切
り
替
え
の

手
続
き
が
必
要
で
す

対
象
=
①
・
:

老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年

金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
老
人

保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
年
金
加
入
期
間
が
2
0年
以
上
ま

た
は
4
0歳
以
降
1
0年
以
上
あ
り
、
そ

の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②
・
:

①
と
同
様
に
加
入
し
受
給
権
は
あ
る

が
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
選
択
し
受

給
し
て
い
る
方

③
:
小
②
の
扶
養

家
族
の
方

※
①
⑨
③
と
も
老
人
保

健
法
該
当
者
は
除
く

申
込
=
年
金

証
書
(
老
齢
・
退
職
年
金
の
証
書
で

被
保
険
者
期
間
の
記
載
が
あ
る
も

の
)
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
証
を
窓

口
に
持
参

※
年
金
証
書
が
届
い
て

か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
資
格
賦
課
係

問
先
=
国
民

健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 自己負担割合

※ 保険料は変わりません。なお、4月から
法律改正により退職者本人・扶養家族も
づ投加入者と同じ3 割負担になります

国
民
健
康
保
険
料
納
付
書

の
年
月
を
訂
正
し
ま
す

1
4年
1
1月
2
0日
に
発
送
し
ま
し
た
1
5

年
I
～
3
月
納
期
分
の
国
民
健
康

保
険
料
納
付
書
の
年
月
が
、
い
ず
れ

も
「
平
成
1
4年
」
と
誤
っ
て
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
月
記
載
の
誤
っ
た

納
付
書
で
銀
行
や
郵
便
局
に
納
め
た

場
合
で
も
、
1
5年
分
と
し
て
適
正
に

処
理
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に

は
年
月
の
訂
正
、
ま
た
は
差
し
替
え

を
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
国
保
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
し
ま
す
。

▽
年
月
の
訂
正
…
既
に
納
付
さ
れ
た

方
は
領
収
証
書
を
、
こ
れ
か
ら
納
付

さ
れ
る
方
は
納
付
書
を
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
最
寄
り
の
区
民
事
務

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▽
差
し

替
え
…
資
格
賦
課
係
に
電
話
を
し
て

く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保
険

課
資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

高
齢
者
向
け
優
良
賃

貸
住
宅
入
居
者
募
集

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
緊
急
通
報
装
置

の
設
置
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
優
良
な
賃
貸
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
期
間
=
1
月

1
4
日
～
2
4
日
(
土
・
日
を
除
く
)

対
象
=
区
内
在
住
で
6
0歳
以
上
の
単

身
者
/
6
0歳
以
上
で
同
居
者
が
配
偶

者
ま
た
は
高
齢
者

物
件
=
(
仮
称
)

中
川
羽
住
ビ
ル
(
中
川
一
丁
目
3
番
)

募
集
数
=
▽
I
D
K
・
:
6
戸

▽
2
D
K

・
:
1
5戸

入
居
予
定
日
=
6
月
1

日

※
収
入
に
よ
り
家
賃
補
助
が

あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
住
宅
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

1
4年
度
生
き
が
い

奨
励
金
申
出
書

未
提
出
の
方
へ

1
4年
8
月
1
日
現
在
、区
内
在
住

で
7
0歳
以
上
の
方
(
昭
和
8
年
4
月
1

日
以
前
生
ま
れ
の
方
)
に
生
き
が

い
奨
励
金
を
区
内
共
通
商
品
券
で
支

給
し
て
い
ま
す
。
申
出
書
(
該
当
者

に
は
1
4年
8
月
中
旬
発
送
済
み
)
を

ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
2
月
1
4

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
申
出
書
を
提
出
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
1
4年
1
1月
上
旬
に
区

内
共
通
商
品
券
を
発
送
し
て
い
ま

す
。

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
調

整
係都

市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す

区
と
都
で
は
、
次
の
と
お
り
都
市

計
画
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容

に
つ
い
て
関
係
の
あ
る
方
は
、
区
長

ま
た
は
都
知
事
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

都
決
定
分
に
つ
い
て
は
都
・
都
市
計

画
課
で
も
縦
覧
し
ま
す
。

区
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

▽
保
塚
町
地
区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
=
保
塚
町
、
保
木
間
一
丁
目
、

東
保
木
間
一
丁
目
、
束
六
月
町
、
平

野
三
丁
目
各
地
内

▽
高
度
地
区
の

変
更
/
防
火
お
よ
び
準
防
火
地
域
の

変
更

区
域
=
保
塚
町

、
保
木
間
一

丁
目
、
東
保
木
間
一
丁
目
、
束
六
月

町

、
平
野
三
丁
目
、
関
原
一
丁
目
、

梅
田
二

三
、
四
丁
目
各
地
内

▽

都
市
計
画
道
路
足
立
区
画
街
路
第
6

号
線
の
追
加
(
交
通
広
場
)

区
域
=

西
新
井
本
町
二
丁
目
地
内

都
決
定
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

▽
用
途
地
域
の
変
更

区
域
=
保
塚

町
、
保
木
間
一
丁
目
、
東
保
木
問
一

丁
目
、
束
六
月
町
、
平
野
三
丁
目
、

関
原
一
丁
目
、
梅
田
一
、
三
、
四
丁

目
各
地
内

い
ず
れ
も

縦
覧
期
間
=
1
月
2
2
日
～
2
月
5
日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
調
整

係

区政情報室
資料コーナーの利用を

休止します

所蔵資料の点検・整理のため、次の期間利
用を休止します。この間、資料の閲覧・貸
出・予約はできません。※ 有償刊行物の販
売は通常どおり行います期間=1月20H～

24日 問先= 区政情報係 　3880- 5830

お支払いは
便利な口座振替を
ご利用ください

特別区民税・都民税
国民健康保険料、介護保険料

口座振替にすると、各納期ご

とに口座から自動的に引き落と

されるため、便利で安心です。

通帳、通帳印、それぞれの納付

書を持参のうえ、希望の金融機

関・郵便局で申し込んでくださ

い。区内の金融機関・郵便局に

申込用紙が用意してあります。

問先= 納税課収納係/ 国民健康

保険課収納管理係/ 介護保険課

保険料係

区役所
庁舎ロ ータリ ー
改良 工 事

本庁舎へのバス路線の充実を図る

ため、庁舎ロータリーを改良します。
そのため、期間中は自動車での来庁

をお控えください。工事中は、近隣

の皆さんや区役所を利用する方に大

変ご迷惑とご不便をおかけします。

ご理解とご協力をお願いします。

場所=区役所庁舎ロータリー期間

=1月中旬～3月下旬問先=▽ 利
用に関して…庁舎管理課管理係

3880- 5824
▽ 工事に関して… 西部工事事務所工

事係 　3897- 0657

▽ バス路線に関して… 交通計画係

3880- 5936
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
1 月14 日

から受け付け

講
演
会

ス
ー
パ
ー
ば
ぁ
　ス
ー
パ
ー

じ
ぃ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

日
時
=
2
月
8
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=
　

「
悪
質
商
法
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
、
ま
た
、
実
際
に
あ

っ
て
し
ま
っ
た
ら
」
講
師
=
金
子

裕
子
氏
(
消
費
生
活
専
門
相
談
員
)

定
員
=
2
0
0人(
先
着
順
)

※
保
育
あ

り
(
2

歳
以
上
の
未
就
学
児
、
先
着
1
5

人
。
希
望
者
は
、
申
し
込
み
の
際

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
)

申
込
=
電

話

期
限
=
1
月
3
1日

申
・
問
先
=

あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

あ
だ
ち
異
業
種
フ
ォ

ー
ラ
ム
2
0
0
3

参
加
者
募
集

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
を
め
ざ
し
、開
催
し
ま
す
。

人
と
技
術
の
つ
な
が
り
に
よ
り
新
製

品
開
発
や
新
技
術
、
新
規
事
業
創
出

の
き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
2
月
1
9
日
南
、
午
後
4

時
～
8
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所

内
容
=
講
演
会
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

(製
品
展
示
会
)
/

懇
親
会

費
用
=
4

千
円

※
懇
親
会
に
参
加
し
な

い
場
合
は
千
円

申
込
=
事
務
局
で

配
布
し
て
い
る
所
定
の
申
込
用
紙
で

申
し
込
み

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
異

業
種
フ
ォ
ー
フ
ム
2
0
0
3

実
行
委

員
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

E
メ
ー
ル
=
S

コ
g
y
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

日
時
=
3
月
1
3
日
困
・
2
0
日
困
、午

前
1
0
時
～
‥
1
1
1
1
一
時
3
0
分
対
象
=
幼
児
　

(
1
～
4
歳
)
の
い
る
親
子
内
容

=
親
子
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操

定

員
=
1
5
組
(

抽
選
)

費
用
=
2
0
0円

(障
害
保
険
料

、親
子
2

人
分
)

申

込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、

年
齢
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
氏
名
、

年
齢
を
明
記

期
限
=
2
月
2
8日
必

着

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

「
子
育
て
仲
間
づ
く
り
」

モ
デ
ル
地
区

実
践
発
表
大
会

家
庭
を
と
り
ま
く
状
況
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
家
庭
の

教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
学
校
で

は
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
「
子
育
て
仲
問
づ
く
り
活
動
」
も

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
元
宿
幼
稚
園
、

江
北
小
学
校
、
弥
生
小
学
校
、
東
伊

興
小
学
校
の
4
団
体
が
、
こ
れ
か
ら

の
P
T
A
活
動
や
家
庭
教
育
の
あ
り

方
を
求
め
た
2
年
間
の
実
践
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
日
時
=
2

月
4
日
、
午
後
2
時
～
4
時
3
0
分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

問
先
=

生
涯
学
習
課
家
庭
教
育

区
民
サ
ポ
ー
タ
ー

企
画
講
座

日
時
等
=
表
2

対
象
=
子
育
て
中

の
方

内
容
=
「
子
ど
も
に
テ
レ
ビ

を
見
続
け
さ
せ
て
い
な
い
?
・
」
企

画
・
運
営
=
企
画
集
団

「
宙
」
定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
の
未
就
学
児
、
定
員
1
5

人
)

期
限
=
1
月
3
1日

場
・
申

・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　
　

(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

表2　 サポーター企画講座日程等

※ いずれも時間は、午前10時～正午

青
少
年
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

日
時
=
2
月
2
日
回
、
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時

内
容
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー
利
用
団
体
に
よ
る
演
劇
や
吹
奏

楽
、
ロ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
/
展
示
と
子
ど

も
相
談
コ
ー
ナ
ー
ノ
小
学
生
対
象
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
/
バ
ザ
ー
ほ
か

場
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

女
と
男
の
セ
ミ
ナ
ー

日
時
等
=
表
3
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
内
容
=
ち

ょ
っ
と
待
っ
て
、
そ
の
離
婚
～
知
っ

て
お
き
た
い
離
婚
の
ア
レ
コ
レ
～

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
の

未
就
学
児
、定
員
1
5人
)

期
限
=
1

月
2
2日

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3　 女と男のセミナー日程等

※ いずれも土曜日、時間は午後2時～4時

西
保
木
間
児
童
館
の
催
し

猿
回
し
が
来
る
よ

日
時
=
1
-
h月J
:
5日
南
、
午
後
4
時

出
演
=
雑
芸
社

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う

。

日
時
=
1
月
2
5日
出
、
午
後
2
時

内
容
=
お
も
ち
を
作
っ
て
、
お
雑
煮

を
食
べ
よ
う

ー

い
ず
れ
も
ー

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

場
・
問
先
=
西
保

木
問
児
童
館(

3
8
8
4
)
1
1
1
4

定
期
借
地
権
講
演
会

日
時
=
2
月
3
日
囲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
=
区
役
所

対
象
=
定
期
借
地
権
制
度
を
利
用
し

て
土
地
の
活
用
を
考
え
て
い
る
個

人
・
法
人
/
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

住
宅
を
取
得
し
た
い
方
/
こ
の
制
度

を
も
っ
と
知
り
た
い
方

内
容
=
定

期
借
地
権
制
度
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

ー

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

定
員
=
3
6

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1

月
2
9日

申
・
問
先
=
住
宅
推

進
室
住
宅
推
進(

3
8
8
0
)
5
9
5
9

消
費
生
活
問
題
調
査

グ
ル
ー
プ
　
研
究
結

果
発
表
会
・
研
修
会

発
表
会

日
時
=
2

月
5
日
南
、
午
前
1
0時
～

正
午

※
1
月
3
0
日
～
2

月
4

日

は
、
発
表
内
容
を
梅
田
画
廊
(
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
内
)
に
て
パ
ネ
ル
展
示

研
修
会

日
時
=
2

月
5
日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
=
講
演
「
1
2年
ぶ
り
収

再
訪
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現

在
・
未
来
」、
絵
本
「
せ
か
い
い
ち
う

っ
く
し
い
ぼ
く
の
村
」
を
と
お
し
想

う
こ
と

講
肺
=
小
休
豊
氏

へ絵
本

作
家
)

ー

い
ず
れ
も
ー

場
所
=
エ
ル

。ソ
フ
ィ
ア

定
員
=
6
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

第
8
回
生
活
の
科
学
教
室

「
乳
製
品
を
用
い
て
、

栄
養
満
点
楽
々
ク
ッ
キ

ン
グ
!

」

日
時
=
2
月
1
9
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
豊
富
な
栄
養
分
を
も
つ
牛
乳

や
乳
製
品
を
用
い
た
料
理
を
つ
く

り
、
栄
養
の
こ
と
や
手
軽
に
で
き
る

料
理
法
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師
=

日
本
乳
業
協
会
東
京
相
談
室
相
談
員

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
の

未
就
学
児
、
先
着
1
0人
。
保
育
申
し

込
み
は
2
月
7
日
ま
で
)

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
辺
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

あ
さ
お
き
て

か
あ
ち
ゃ
ん
の
か
お

あ
っ
た
か
い

溯
江
第
一
小
学
校
二
年
　

小
ま
つ

大
せ
い

キ
ラ
キ
ラ
と

お
ん
せ
ん
ひ
か
る

山
の
朝

伊
興
小
学
校
三
年

大
山

隹
純

流
れ
星

今
度
は
何
が

叶
う
か
な

千
寿
第
二
小
学
校
五
年

小
森

友
貴

朝
日
あ
び

日
本
の
富
士
が

顔
を
出
す

花
保
中
学
校
二
年

田
中

裕
香
里

掲

示

板

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程

(夜
間
コ
ー
ス
)
受
講
生
募
集

期
間
=
1
月
2
7日
～
4
月
2
8日

場
所
=
足
立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

(保
木
間
5
-
2
3
-
2
0
)
定
員
=
4
0

人

費
用
=
6
万
6
千
8
0
0
円

申
・
問
先
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
保
木
間

(
3
8
8
3
)
3
1
1
3

成
人
者
で
定
時
制
高
校
入
学
を
希

望
す
る
方
へ

2
0歳
以
上
の
方
は
成
人
受
験
者
特

別
措
置
(
学
力
検
査
に
代
え
て
作
文

と
面
接
に
よ
り
受
験
)
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
▽
一
次
募
集
…
願
書
受
付
=
2

月
6
日
・
7
日

作
文
・
面
接
=
2

月
2
0日

▽
二
次
募
集
・
:願
書

受
付
=
3
月
1
8日
・
1
9日

作
文
・

面
接
=
3
月
2
6日

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

都
立
江
北
高
等
学
校
定
時
制
課
程

(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
来
年
度
生

徒
募
集

あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は

り
師
、き
ゅ
う
師
の
養
成
施
設
で
す
。

中
卒
課
程
と
高
卒
課
程
が
あ
り
ま

す
。
対
象
=
視
覚
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
取
得
者
(
見
込
み
も

含
む
)

期
限
=
1

月
2
7
日

試
験
=
1

月
2
9日
、
国
語
/
社
会
/
理
科
/

面
接

問
先
=
ヘ
レ
ン

ー
ケ
ラ
ー

学
院
(
新
宿
区
大
久
保
3
-
1
4
-
2
0
)
　
　
　

　
(
3
2
0
0
)
0
5
2
5

国
民
年
金
の
保
険
料
は
全
額
「
所

得
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す

1
4年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
扶
養
家
族
の
分
も
含
め
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

納
め
た
金
額
は
、
領
収
証
書
ま
た
は

口
座
振
替
済
通
知
書
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
紛
失
な
ど
で
金
額

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
社
会
保
険

事
務
所
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

第
9
回
全
日
本
一
輪
車
駅
伝
大
会

日
時
=
1

月
1
9一日
黼
、
午
前
9
時

場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
虹
の
広
場
)

問
先
=
一
輪
車
連
盟
・
若
江

(
3
8
8
1
)
5
9
8
8

絵
手
紙
教
室
受
講
者
募
集

日
時
=
2
月
1
3
日
困
。
2
0
日
困
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=

足
立
郵
便
局
会
議
室

定
員
=
2
0人

(抽
選
)

講
師
=

米
田
寿
恵
氏

費
用
=
5
0
0円
(
材
料
費
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
月
3
1

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
〒
1
2
0・8
7
9
9

足
立
郵
便
局
総
務
課
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
係(

3
8
8
1
)
2
6
0
0
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笑顔が
輝 く!

広報課では、皆さんが参加された区内行事などを日々
取材し、広報紙だけでな< 日刊紙などにも写真や情報を
提供しています。
昨年1 年間で、記事は新聞掲載されたけれど、残念な
がら写真が載らなかった「とっておきのスナップショッ
ト」を、14年度の区の取り組みである『子どもと産業の
未来を育む』をテーマにご紹介します。

1. 14
コミュニティバス
「はるかぜ」第2 弾
発車オーライ!

3. 10
春の旬鮮魚祭り
大迫力マグロの
解体

5. 19
稲づくり体験
「おかあさん、
稲のあかちゃん
ちっちゃいね」

6. 30
万華鏡作り教室
親子で仲良く

制作中

7. 13
親子押し花体験
子どもより、親が
夢中に

7. 21
総合スポーツセンター
フェスティバル
このポール、オレがもらった

8. 11
ヒカルの碁ジュニア
めざせ!
未来のプロ棋士

8. 17
ナイト
オリエンテーリング
魔法使いにびっくり

8. 25
とねり少年相撲
のこった!

のこった!

10. 5
KI Tクラブ
子ども… 負けないよ!
力士…だめだ! こども
には勝てない!

10. 26
ヨーコ・ゼッターランドがコーチに
「足の動きは、これでいいですか? 」
「なかなか、良い動きね! 」

11. 7
ちょうの羽のしおり
大満足の仕上がり

11. 24
火おこし器
もう一息、がんばれ!

12. 9～10
あだち
地場工業フェア
ある! ある! 　　
いい物

昨年の出来事
1 月
7 日 じんがんなわ( 大乗院)
14日 成人の日の集い区内の新成人は、

6, 611人
コミュニティバス「はるかぜ」第2
弾運行開始(綾瀬駅～六木都住)

15・16日 簡逼開き( 勝專寺)
※ 栃東関( 玉ノ井部屋) 、大関昇進後の大
相撲初場所で初優勝

2 月
3 日 だるま供養( 西新井大師)
※ 本庁舎跡地の開発・整備に関する事業プ
ロポーザル第二次提案公表

3 月
※ 14年度区の予算案決定

「子どもと産業の未来を育む」予算
4 月

1 日 こども家庭支援センター「風の子」
オープン
島根小学校新校舎オープン

※ 区立小・中学校で、完全学校週5 日制開
始

5 月

1 日 電話予約による住民票の郵送サー
ビス開始

17日 第1 回足立区総合水防演習
※ 足立区電子自治体・地域情報化計画を策
定

※ 建設リサイクル法策定
6 月

7日～9日ホタルの夕べ
9日～10日しょうぶ沼まつり
12日～13日夏花品評会
※ 13年度下半期財政状況公表
7 月
1日 じゃぶじゃぶ池オープン
15日 宮城ゆうゆう公園オープン
21日 花畑の

獅子
舞( 大鷲神社)

25日 足立の花火
30日 子ども議会開催
※ 今学期から区立小・中学校の通知表が
「相対評価」から「絶対評価」に
※王子線橋りょう「五色桜大橋」に決定
8 月
5 日 住民基本台帳ネットワークシステ

ム開始
ラモス瑠俥氏らによる足立区サッ
カー塾ワンデイサマークリニック20

日 つくばエクスプレス青井駅( 仮称)
で夏休み親子見学会

25日 再生館5 周年記念まつり
※ チャレンジショップ「ネオ千寿」に新し
い8 店がオープン

9 月
6 日 つくばエクスプレス荒川橋りょう

連結式
7 日 あだち凧まつり
14日 千住のまつり( 元祖足立音頭復活) 15
日 タートルマラソン兼バリアフリー

タートルマラソン
鹿浜の諭孚舞( 嶷螽氷川神社)
島根雌学( 鷲神社)

20日 第四中で生徒会役員を「電子投票」
※ 区内で白寿( 99 歳) を迎えた方は、
男性8 人・女性34人

10月
1日 区民の日

「平和と安全の都市」宣言
名誉区民・足立区功労者に表彰

5日～6日千住エキゾチックフェア
12日～13日A―Fest a2002
11月
17日 「21世紀 歓喜の演」

(足立シティオーケストラと一般公
募の区民による「第九」の演奏会) 23

日 一茶まつり・全国子ども俳句大会27
日 環境づくり区民大会講演会

30日～12月1日首都高速王子線見学会
米岩木山関( 中立部屋) 初入幕・敢闘賞受賞
12 月
9日～10日地場工業製品フェア
9日～15日まちづくり俳句・川柳・建物

今昔パネル展
13日 光の祭典…点灯式・パレードほか
S22 日、サンタパレード・初雪フェス

ティバル・友好都市物産展
25日 ファイナルコンサート
18日 冬花展示会 ノ

古紙配合率75% 再生紙を使用しています M. F　286, 400


